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ウダヤナ
大学訪問

• バリ島南部に位置する
ウダヤナ大学を訪問

• 留学中に私達をサポー
トしてくれる学生達と
合流し、校内を案内し
てもらいました
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大学での講義

講義の内容は農業や環境分野に関する

科学技術や生産方式が中心

専門用語が飛び交い、もちろん英語で

議論が進んでいくため、ついていくの

が大変でした……

講義が終わると昼食が配られ、バリな

らではの食事を現地の学生たちと楽し

みました
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現地学生との交流

• 6泊7日の滞在中、ほとんどの
日程を現地の学生が同行し、
サポートしてくれました

• お互いの文化や言語を教え合
いながら交流を深めることが
できました
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ジャティルイ・ライステラス

ジャティルイ・ライステラスとは？
２０１２年ユネスコの正解文化遺産に選出された山
の麓一面に棚田が広がっている地域。
「スバック」という伝統的な灌漑システムを用いて
いることが特徴。

ウダヤナ大学の先生からの特別授業
ジャティルイライステラスの歴史、地形的特徴、そ
れを生かした水利システムについてお話を聞いた。
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現地の生産者さんとの質疑応答
実際にライステラスで農業に従事している方か
らライステラスでの農業の利点、課題等につい
てお話を聞きライステラスについて学んだ。

現地学生とのライステラス自由散策
ライステラスの散策をした。バナナだよ、ヤシ
の木だよなどと道の周りに植生している日本で
見かけない木々について教えてもらった。

ライステラス見学の感想
ジャティルイライステラスは山間にある水田地域であ
り、規則性のある水田の景色がとてもきれいだった。
農業に観光価値が付加されており、第1次産業の発展、
収入向上にとって大切なシステムであると感じた。

・観光業を通して収入を得る
ことができる。
・スバックを通してきれいな
水を安定的に使用することが
できる。

・観光客のごみのポイ捨て、
騒音等のトラブルがある。
・１つの段にある田んぼの面
積が小さいため、機械の投入
が難しい。

利点 課題
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タナロット寺院

タナロット寺院とは？
バリ6大ヒンドゥー教寺院の一つ。干潮時に
は陸続きとなるが、満潮時には離島のように
なる。

おまけ
タナロット寺院は観光地であるため、寺院に
続く道の間にはお土産屋さんが並んでいる。
フルーツやさんにはマンゴスチン、ドリアン
など日本では食べれないフルーツが売られて
いた。ドリアンは強烈な香りだった。
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COCOA LAND BALI

ガイドのお兄さんがカカオの豆
からあチョコレートができるま
での工程を教えてくれました。

本物のカカオの豆
を見ました。

明治大学の生徒とウダヤナ大
学の生徒さんで一緒にチョコ

レートを作りました！ 9



イチゴ農園

帰り際にイチゴのみで作られた
ジュースを頂きました！小さな子
どもがお店のお手伝いをしていて

ほっこりしました。

イチゴ農園の中には日本では見られないよう
な植物が生い茂っていました。遺伝子操作に
より、真っ青な植物まで生えており、不思議

な世界に巻き込まれた気分になります。

イチゴは上下２段に分かれており、上段が酸っぱ
い果実、下段が甘い果実でした。日本で育てられ
ているイチゴと同じ味です。やはり新鮮な果物は

おいしいです！

ラズベリーも
ありました。
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コピ・ルアク

コピ・ルアクとは？
ジャコウネコの糞の中から消
化されなかったコーヒーの果
実を取り出し、洗浄、乾燥、
焙煎した豆。世界で一番高価

なコーヒー豆です。
スーパーにはコピルアクを使った
チョコレートが売られています！
お土産にも喜ばれるでしょう！

コピルアクを使った様々な
味のコーヒーが並んでいま
した。蜂蜜味、ドリアン味
など。ちなみにドリアンは
インドネシアの方でも苦手

な方は一定数いるそうです。

世界一高価なコーヒーコピル
アクを頂きました。コクが深
く、酸味に癖がありました。
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バリで代表的な食べ物

ナシゴレン ミーゴレン
サテ
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東南アジアといえば・・・

ナイトマーケット

ローカルな食事を低
価格で楽しむことが

できる。
地元住民も多く利用

する
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タバコを吸いながら農作業
をする姿も見られた。

スーパには熱帯国ならではの農作物が並んでいた。 
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最終発表

現地の学生とグループワーク

バリと日本の農業の相違点について

意見を出し合い

各グループがテーマを決定

スライドを作成し、報告し合いました
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Farewell Party

カフェのテラスでお別れ会を開いて頂きま

した！

ご飯を一緒に食べたり、カラオケを

歌ったり．．．

洋楽だけでなく、ドラえもん、米津玄師

など日本の歌も一緒に歌ってくれました

最後は、お互いにプレゼントを贈り、感謝

の想いを伝えることができました
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自由行動

な、なんと、

野生の猿に遭遇しました！！！
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寒くて凍えてたら現地の
おばちゃんがくれました！

ありがたや…

朝６時前
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ゴア ガジャ

歴史的に重要な考古学上の遺跡

大きな口を開けた象の遺跡は今にも奥に引き摺り込まれ
そうな迫力がありました！ 19



ナイトマーケット

数多くのインドネシア料理が出店されており
地元の人々の生活や食文化も体験できる場所！

サテ・アヤム（鳥の串焼き） ナシ（ご飯）・ゴレン（炒める）

衣料品も売っていました！
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最終日

現地料理を食べました！
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ご清聴ありが
とうございま
した
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